
吉野遮音システム 
A-2000･WⅠ- S（生活音対策）仕様 について 

 
令和 6 年 4 月 1 日 
吉野石膏株式会社 

 

１．当壁構造と耐火・遮音構造認定の関係 
・添付する耐火構造および遮音構造の認定条件（材料の仕様や施工条件等）は、広い範囲で取得しており

ます。「A-2000･WⅠ- S（生活音対策）仕様」は、これらの認定条件の一部を用いて弊社が提案する壁構

造となります。 

・当壁構造の施工は、弊社が発行する最新の「施工仕様書」を必ずご参照の上、各現場における「施工要

領書」および「施工計画書」に反映させてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．施工管理体制に関する留意点 

・特定共同住宅の住戸等と住戸等の界壁を当壁構造にて施工する場合は、特例基準「消防法施行令第 29

条の４」に基づいた総務省令第 40 号、その細目を定めた消防予 188 号及び 500 号通知の内容を遵守す

る義務があります。その 500 号通知には乾式耐火壁の施工条件として「適切な施工管理体制が整備され

ている場合」と明記されております。「適切な施工管理体制が整備されている場合」の条件は、弊社が発

行する最新の「施工仕様書」をご確認ください。 

 

３．設計上の留意点 
・「施工仕様書」の内容で認定書に記載のある事項について疑義が生じた場合は、弊社にお問い合わせくだ

さい。認定書に記載のない事項、納まり等は必ず、建築主事・所轄消防等と協議の上、施工方法をご検

討ください。 

 

以 上 

認定条件の範囲、壁構造の仕様、遮音測定時の試験体との関係図 

1 時間耐火構造認定 

FP060NP-0473-1(2) 

遮音構造認定 

SOI-0170-1 

「A-2000･WI- S 

(生活音対策)仕様」の仕様 

(施工仕様書に記載の範囲) 

遮音測定時の

試験体 

TLD57 



認 定 書

国 住 参 建 第 127号
令和 5年 6月 30日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  斉藤

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第七号及び同法施行令第 107条第
二号 (間仕切壁 (非耐力壁):1時間)の規定に適合するものであることを認める。

1.認定番号
FP060NP-0473-1(2)

2.認定をした構造方法等の名称
人造鉱物繊維断熱材充てん/両面・両面ボード用原紙張せつこう板・強化せ
っこうボード張/軽量鉄骨下地問仕切壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通 り

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。

記



1

別添

.構造名
人造鉱物繊維断熱材充てん/両面 。両面ボード用原紙張せっこう板 。強化せっこうボー ド張/軽量鉄骨
下地間仕切壁

2.寸法
壁高及び壁幅については、構造計算等により構造安全性が確かめられた寸法とする。

3.材料構成等
項    目 製 品 仕 様

①

下

地

材

用

面

材

上張り材 種類、規格等 :aか らcのいずれかによる。
a。 両面ボード用原紙張せっこう板

規格 :不燃材料認定番号 NM-1908、 NM-1908-1

形状 :平板

表面の形状 :平滑

端部の形状 :ス クエアー、テーパー又はベベル

厚さ (llll):9。 5(± 0.5)～ 15(± 0.5)

かさ,ヒ重 :1.0(± 0。 1)

b。 両面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せっこう板

規格 :不燃材料認定番号 NM-9645

形状、表面の形状及び端部の形状は前記の aに同じ。

厚さ (lШl):9.5。 12.5。 15(± 0.5)

かさ比重 :1.3(± 0.13)

c,両面ボード用原紙張繊維混入せつこう板

規格 :不燃材料認定番号 NM 9864

形状、表面の形状及び端部の形状は前記の aに同じ。

厚さ (llHl):9.5・ 12.5(± 0。 5)

かさ比重 :1.25(± 0.125)

目地部 (一般音働の納まり ia又は bのいずれかによる。
a.突付け張り

b。 日透かし張り

目透かし幅 (mm):2(上 0.2)～ 10(± 1)

下張 り材 強化せっこうボード

規格 :aか らcのいずれかによる。
a。 不燃材料認定番号 NM-8615

形状 :平板
表面の形状 :平滑

端部の形状 :スクエアー、テーパー又はベベル

厚さ (mm):12.5。 15。 18。 21・ 25(± 0.5)

かさ比重 :0。 75以上
b.不燃材料認定番号 NM-1498、 NM-1498-1(両 面薬剤処理ボード用原紙張せっ
こう板)の うち、ボー ド用原紙を除いた部分のせっこうの含有率が 95%以上、

ガラス繊維の含有率が 0,4%以上、ひる石の含有率が 2.5%以上のもの

形状、表面の形状、端部の形状、厚さ及びかさ比重は前記の aに同じ。
coJIS A 6901

形状、表面の形状、端部の形状、厚さ及びかさ比重は前記の aに同じ。
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項    目 製 品 仕 様

②

下

地

材

上部及び下部ラ

ンナー (以下、上

下ランナーとい

う。)

材料名及び規格 :aか らhのいずれかによる。
a.溶融亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3802)
b.電気亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3313)
c.溶融アルミニウムめっき鋼板 (JIS G 3310
d.溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (JIS G 3319
e。 溶融 55%アルミニウムニ亜鉛合金めっき鋼板 (JIS G 3321)
f.溶融亜鉛一アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (JIS G 3323)
g。 一般構造用軽量形鋼 (JIS G 385い

h.溶融亜鉛一アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (国土交通省大臣認定―

指定建築材料 :MSTL 0064、 MSTL 0069、 MSTL-0070、 MSTL-0862、 MSTL 0395、

MSTL-0523)

形状・寸法 (llm):aか ら fのいずれかによる。

(1)上張リステープル・接着剤工法

a.匠 50(± 0.5)～ 1,000× 30(± 1.い ～75、 厚さ 0。 4(± 0,00以上
bo L-50(± 0.5)～ 1,000× 30(± 1.lll～ 74× 31(± 1.lll～ 75、 厚さ 0.4(± 0.04)

以上

co L 23(± 0.5)～ 100× 60(± 1.① ～75、 厚さ 1.6(± 0.1)以上

(2)上張りねじ留め工法
d.匡 45(± 0.5)～ 1,000× 30(士 l.0)～ 75、 厚さ 0.4(± 0.00以上
e.L-45(± 0.5)～ 1,000× 30(± 1.0)～ 74× 31(± 1。 い～75、 厚さ 0.4(± 0.0り

以上

fo L-22(± 0.5)～ 100× 60(± 1.0～ 75、 厚さ 1.6(± 0。 1)以上

取付け方法 :上記 c又は 1の形状のランナーを用いる場合は 2本を併用する。

表面処理 :aか らfのいずれかによる。

(材料名及び規格が上記 a～ fの場合 :a又は fのいずれかによる)
a.錆止め塗料

種類 :下記のいずれかによる。

エポキシ樹脂系、アクリル樹脂系、フェノール樹脂系、油性系、ビニルブ

チラール樹脂系、アルキド樹脂系、ポリウレタン樹脂系、フッ素樹脂系、

シリコン樹脂系、塩化ビニル樹脂系、無機質系

塗布量 lg/mり :103(± 10)以下 (有機質固形分量)

b.亜鉛めっき

c.ア ,レミニウムめっき

d.亜鉛一アルミニウム合金めっき

e.亜鉛一アルミニウムーマグネシウム合金めっき

f.処理なし
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項    目 製 品 仕 様

②

下

地

材

間柱 (ス タッド) 材料名及び規格 :aか ら iのいずれかによる。
a.溶融亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3302)

b.電気亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3313)

c,溶融アルミニウムめっき鋼板 (JIS G 3310
d.溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (JIS G 3310
e.溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (JIS G 3321)
f.溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (JIS G 3323)
g。 一般構造用軽量形鋼 (JIS G 335①
h.一般構造用角形銅管 (」 IS G 3466)

i.溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (国土交通省大臣認定―

キ旨定建築本オ料 :MSTL-0064、  MSTL-0069、  MSTL-0070、  MSTL-0362、  MSTL-0395、

MSTL-0523)

形状・寸法 (m耐 :aか らdのいずれかによる。
(1)上張リステープル・接着剤工法

a.□ 50(± 0.5)～ 1,000× 45(± 1.0)～ 75× 10(± 2.0～ 32、 厚さ 0.4(± 0.041

以上

b.□ -50(± 0.5)～ 1,000× 45(± 1.⑪ ～ 1,000、 厚さ 0.4(± 0,041以上

(2)上張りねじ留め工法

c.[E-45(± 0,5)～ 1,000× 45(± 1,0)～ 75× 10(± 2.① ～32、 厚さ 0.4(± 0.0り

以上

d。 □-45(± 0.5)～ 1,000× 45(± 1,0)～ 1,000、 厚さ 0.4(± 0,00以上

表面処理 :前記の上下ランナーに同じ。

取付け間隔及び中空部の厚さ :(1)又は (2)のいずれかによる。

(1)上張リステープル・接着剤工法

共通間柱構造の場合

取付け間隔 (mml:606(± 61)以下

中空部の厚さ lmml i 50～ 1,050

千鳥間柱構造の場合

取付け間隔 (mml i 303(± 30)以下

中空部の厚さ lmml i 51～ 1,050

並列間柱構造の場合

取付け間隔 (mml i 606(± 61)以下

中空部の厚さ lmml i 101～ 2,050

(2)上張りねじ留め工法

共通問柱構造の場合

取付け間隔 (llm):610(± 61)以下

中空部の厚さ lmml i 45～ 1,050

千鳥間柱構造の場合

取付け間隔 lmml i 305(± 31)以下

中空部の厚さ lmml i 46～ 1,050

並列間柱構造の場合

取付け間隔 lmml i 610(± 61)以下

中空部の厚さ (llm):91～ 2,050

3
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項    目 製 品 仕 様

②

下

地

材

振れ止め (必要

に応じて取付け

る。)

仕様 :あ り又はなし

材料名及び規格 :前記の上下ランナーに同じ。

形状・寸法 価血):a又は bのいずれかによる。
a。匠 -19(± 1.5)～ 50× 10(± 1.5)～ 20、 厚さ 0。 4(± 0.041以上

b.EE-19(± 1.5)～ 50× 10(± 1.5)～ 20× 5(± 1.0)～ 20、 厚さ 0.4(± 0.00以上
表面処理 :前記の上下ランナーに同じ。

③

中

空

部

断

熱

材

人造鉱物繊維断

熱材

仕様 :あ り又はなし

種類、規格等 :a又は bのいずれかによる。
a.グラスウール

規格 :JIS A 6301、  JIS A 9504、  JIS A 9521又イよJIS A 9523

厚さ (llm):12(± 2)以上

密度 lkg/mり :10(± 2)以上

b.ロ ックウール

規オン俸:JIS A 6301、  JIS A 9504、  JIS A 9521又イよJIS A 9523

厚さ(llm):20(+5,一 勧以上

密度 lkg/m3):20(± 2)以上

④

晶ll

構

成

材

料

間柱 (ス タッド)

用スペーサー

(必要に応じて

取付ける。)

仕様 :あ り又はなし

材料名及び規格 :aか らhのいずれかによる。
a.溶融亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3302)
b,電気亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3310
c.溶融アルミニウムめっき鋼板 (JIS G 3314)
d.溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (JIS G 331η
e.溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (JIS G 3321)
f.溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (JIS G 3323)
g.溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (国土交通省大臣認定―

チ旨定建築本オ料 :MSTL-0064( MSTL-0069、  MSTL-0070、 MSTL-0362、  MSTL-0395、

MSTL-0523)

h.鋼板

厚さ仙ml:0。 4(± 0.04)以上

表面処理 :前記の上下ランナーに同じ。

敷目板 (必要に

応じて取付け

る。)

仕様 :あ り又はなし

種類 :下記のいずれかによる。

せっこう板、せっこうボード、強化せっこうボード、不燃積層せっこうボエド、

繊維強化セメント板、グラスウール (10 kg/m3以上)、 ロックウール (10 kg/m3以

上)、 グラスファイバーフェルト(10 kg/m3以上)又はロックウールフェルト(10
kg/m3以上)

寸法 lmm):厚さ 1(± 0.1)以上、幅 40(± 4)以上

鋼板 (必要に応

じて取付ける。)

仕様 :あ り又はなし

材料名及び規格 :前記の間柱 (スタッド)用 スペーサーに同じ。

厚さ価耐 :1.0(± 0。 掛以下

大きさ (lnm):幅 600(± 60以下
取付け位置 :aか らcのいずれかによる。
a。 問柱 (スタッド)表面

b.敷目板表面

c.下張り材表面

取付け面積の割合

20(± 2)%以下 (片面あたりの壁面積に対する鋼板の占める割合)

‐4‐
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項   目 製 品 仕 様

④

副

構

成

材

料

ランナー用スペ

ーサー (必要に

応じて取付け

る。)

仕様 :あ り又はなし

種類 :下記のいずれかによる。

せっこう板、せっこうボード、強化せっこうボード、不燃積層せつこうボード、

繊維強化セメント板、グラスウール (10 kg/m3以上)、 ロックウール (10 kg/m3以

上)、 グラスファイバーフェルト(10 kg/m3以上)、 ロックウールフェルト(10 kg/m3

以上)又は亜鉛めっき等鋼板

寸法 (lnm)

せつこう板、せっこうボード等

厚さ 1(± 0。 1)以上、幅 30(± 3)以上×長さ 30(± 3)以上

亜鉛めっき等鋼板

a又は bのいずれかによる。

a.匡 1(± 0。 1)以上×30(± 3)以上、幅 30(± 3)以上、鋼板の厚さ 0,4

(± 0.00以上
b。 ヒ 1(± 0。 1)以上×10(± 1)以上×30(± 3)以上、幅 30(± 3)以上、鋼板の

厚さ 0.4(± 0.00以上

表面処理 :前記の上下ランナーに同じ。

取付ける問柱 (スタッド)の配列の種壊

千鳥間柱構造

緩衝材 (必要に

応じて取付け

る。)

仕様 :あ り又はなし

種類 :前記の敷目板に同じ。

寸法 (llm):厚さ 1(± 0。 1)以上、幅 5(± 0.5)以上

取付ける問柱 (スタッド)の配列の種類

千鳥間柱構造又は並列間柱構造

中空部断熱材吹

込み施工用ネッ

ト(必要に応じ

て取付ける。)

仕様 :あ り又はなし

種類 :aか らdのいずれかによる。
a。 ポリエテレン系
b。 ポリプロピレン系
c.ポ リエステル系
d,上記 a～ cを組み合わせたもの

5
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項    目 製 品 仕 様

④

副

構

成

材

料

きしみ音防止材

(必要に応じて

取付ける。)

仕様 :あ り又はなし

種類等 :(1)か ら偲)のいずれかによる。

(1)粘着剤付テープ

種類 :下記のいずれかによる。

ブチルゴム系、アクリル系、シリコーン系、超高分子量ポリエチレン

系、ポリエテレン系、ポリプロピレン系又はフッ素樹脂系

寸法 (Ⅱと狙l:厚さ 0.5(± 0.05)以下
取付け位置 iaか らhのいずれか、又は aか らhの内 2つ以上の併用による。
a.上下ランナー表面の全面又は一部

b。 問柱 (ス タッド)上下端 50 mm部分の表面の全面又は一部

c.壁左右端部の間柱 (スタッド)表面の全面又は一部

d.ラ ンナー用スペーサー表面の全面又は一部

e.問柱 (スタッド)と間柱 (スタッド)スペーサーの接触部

f.間柱 (ス タッド)と振れ止めの接触部
g.振れ止めと問柱 (スタッド)スペ‐サーの接触部

h.問柱 (スタッド)と鋼板の接触部

(2)グラスウール (10 kg/m3以上)、 ロックウール (10 kg/m3以上)、 グラスファイ

バーフェルト(10 kg/m3以上)又はロックウールフェルト(10 kg/m3以上)

寸法 (DⅡll):厚さ 0.5(± 0.05)以上

取付け位置 :前記の (1)に 同じ。

(3)シーリング材

種類 :下記のいずれかによる。

ポリウレタン系、アクリル系、アクリルウレタン系、ポリサルファイ

ド系、ポリイソブチレン系、シリコーン系又は変成シリコーン系

取付け位置 :前記の (1)に同じ。

-6-
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項    目 製 品 仕 様

④

副

構

成

材

料

留付け材 下張り材取付け用

タッピンねじ

寸法 lmm):φ 3.0(± 0。 3)以上×L22(± 2.2)以上

留付け間隔 lmml i(1)又 は (2)のいずれかによる。

(1)上張リステープル・接着剤工法

鉛直方向 :350(± 35)以下

水平方向 :間柱 (スタッド)の取付け間隔による (606(± 61)以下)

(2)上張りねじ留め工法

880(± 8勧 以下

上張り材取付け用

仕様 :(1)又は (2)のいずれかによる。

(1)ステープル・接着剤工法

a.ステープル

寸法 lmm):幅 4(± 0.4)以上、長さ 19(± 1。 9)以上

留付け間隔lmm):350(± 35)以下

b.接着剤

種類 :下記のいずれかによる。

酢酸ビニル樹脂系、アクリル樹脂系、ウレタン樹脂系、エポキシ樹脂

系、ポリアミド系、ポリサルファイド系、シリコーン系、合成ゴム系、

せっこう系又は炭酸カルシウム系

塗布量 億/mη :20(土 跡～900(± 9い

塗布間隔 lmm):350(± 35)以下

c.タ ッピンねじ

寸法 lmm):φ 3.0(± 0。 3)以上×L20(± 2)以上

取付け方法

上記 aと bで下張り材に取付ける。必要に応じて、cを併用して、間柱 (ス
タッド)又は鋼板に留付ける。

(動 ねじ留め工法

a。 タッピンねじ

寸法 価ml iゅ 3.5(± 0.0以上×L32(± 3.2)以上
留付け間隔 (llm)

鉛直方向 :350(± 35)以下

水平方向 :間柱 (スタッド)の取付け間隔による (610(± 61)以下)

b.接着剤

種類は前記の (1)に同じ。

c.ステープル

寸法は前記の (1)に 同じ。

取付け方法

上記 aで間柱 (スタッド)に留付ける。必要に応じて、b及び cの少なく
とも一方を併用して、下張り材又は鋼飯に取付ける。

つづく

7
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つづき

項    目 製 品 仕 様

④

副

構

成

材

料

留付け材 上張り材取付け用 (鋼板取付け部補強用)

仕様 :1)又は 2)

1)な し

2)あ り (上張り材取付け用留付け材が (1)ステープル・接着剤工法の場合、か

つ、鋼板を下張り材表面に取付ける場合)

種類 :タ ッピンねじ

寸法 (allll):φ 3.0(± 0。 3)以上×L20(± 2)以上

留付け間隔 (mal):鉛直方向 300(± 3① 以下、水平方向 425(± 43)以下

取付け方法 :鋼板を下張り材表面に取付ける場合に、鋼板と上張り材の重

なる部分に留付ける。

敷目板仮留め用

仕様 :1)又は 2)

1)な し

掛あり (敷目板を用いる場合)

種類等 :aか らcのいずれかによる。
a.タ ッピンねじ

寸法 lmm):φ 2.0(± 0,2)以上×L10(± 1)以上

b.粘着テープ又は両面粘着テープ

粘着材の種類 :下記のいずれかによる。

アクリル樹脂系(ポ リアミド系、天然ゴム系Ⅲウレタン系、シリコ
ーン系又は合成ゴム系

寸法 (lnm):厚さ 3(± 0.3)以下、幅 75(± 7.5)以下

c.接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。

塗布量 億/mり 1600(± 6ω 以下

取付け方法

上記aか らcのいずれかで間柱 (スタッド)又は上下ランナーに取付ける。

鋼板仮留め用

仕様 :1)又は 2)

1)な し

2)あ り (鋼板を用いる場合)

種類等 :aか らeのいずれかによる。
a.接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。

塗布量億/mり :360(± 39以下
b.ステープル

寸法 (ml):幅 4(± 0.4)以上×長さ 10(± 1)以上

c。 タッピンねじ

寸法 (皿l):φ 2.0(± 0。 2)以上×L10(± 1)以上

d。 粘着テープ又は両面粘着テープ

粘着材の種類 :前記の敷目板仮留め用粘着テープ又は両面粘着テープ

に同じ。

質量 (g/mり :360(± 36)以下

e.リ ベット

寸法 (揃):φ 2.4(± 0。 20以上
取付け方法

上記 aか らeのいずれかで間柱 (スタッド)、 敷目板又は下張り材に取付

ける。

8
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つづき

項    目 製 品 仕 様

④

副

構

成

材

料

留付け材 緩衝材仮留め用

仕様 :1)又 は 2)

1)な し

2)あ り (緩衝材を用いる場合)

種類等 :aか らcのいずれかによる。
a.タ ッピンねじ

寸法 (lnm):φ 2.0(± 0.2)以上×L10(± 1)以上

b.粘着テープ又は両面粘着テープ

粘着材の種類 :前記の敷目板仮留め用粘着テープ又は両面粘着テープ

に同じ。

寸法 (llm):厚さ 3(± 0,3)以下、幅 75(± 7.5)以下

c.接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。

塗布量 (g/mη :600(± 60)以下

取付け方法 :上記 aか らcのいずれかで間柱 (スタッド)に取付ける。
上張り材目透かし部処理材取付け用

仕様 :1)又は 2)

1)な し

2)あ り

種類 :a又は bのいずれかによる。
a.接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。

塗布量 (g/耐 :12(± 0以下
b。 粘着テープ又は両面粘着テープ

粘着材の種類及び寸法は、前記の敷目板仮留め用粘着テープ又は両面

粘着テープに同じ。

取付け方法 :上記 a,bのいずれかで上張り材目透かし目地部に取付ける。

下張り材目地部

シーリング材

(上張り材目透か

し音D

種類 :下記のいずれかによる。

ポリウレタン系、アクリル系、アクリルウレタン系、ポリサルファイド系、ポ

リイソブチレン系、シリコーン系又は変成シリコーン系

充てん量 (0

1箇所あたり目透かし幅 l lШ lあたり0.12(± 0.0跡 以上

仕様 (上張り材の目地部が目透かし張りの場合に充てんする)
上張り材取付けが (1)ステープル・接着剤工法の場合

上張り材縦目地 (目透かし)と交差する下張り材横目地部 :あ り

上張り材横目地 (目透かし)と交差する下張り材縦目地部 :あ り又はなし

上張り材取付けが (2)ねじ留め工法の場合

上張り材縦目地 (目透かし)と交差する下張り材横目地部 :あ り

上張り材横目地 (目透かし)と交差する下張り材縦目地部 :あ り

‐9‐
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項 目 製 品 仕 様

④

副

構

成

材

料

上張り材目透か

し部処理材

仕様 :1)又は動

1)な し (上張り材が突付け張りの場合)

2)あ り (上張り材が目透かし張りの場合)

種類:(1)か ら(3)のいずれかによる。

(1)塩ビ製ハット形ジョイナー

材質 :塩化ビニル樹脂系

寸法 (lml)

A:10(± 1.0)以下
B:21(± 2.1)以下

C:8(± 0。 勧以下

厚さ (mal)il,0(± 0.1)以下

(2)金属製ハット形ジョイナー

B B

種類及び規格 :下記のいずれかによる。
・溶融亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3302)
・塗装溶融亜鉛めっき鋼板 (JIS G 8812)
。電気亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3313)
。溶融亜鉛 5%アルミニウム合金めっき鋼板 (JIS G 3319
・塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (JIS G 3310

・溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (JIS G 3321)
。塗装溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (JIS G 3822)

・溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (JIS G 3323)

・熱間圧延ステンレス鋼板 (JIS G 43041
・冷間圧延ステンレス鋼板 (JIS G 4305)

・ポリ塩化ビニル被覆金属板 (JIS K 674→

・鋼板
・アルミニウム板

厚さ (lⅢl):0.2(± 0,0跡 以上

(0ロ ックウール板

種類、規格等 :a又は bのいずれかによる。
a.不燃材料認定番号 NM-2615

寸法

厚さ (lml):4(± 0.→ 以上

幅 (llllll):2(± 0。 2)～ 10(± 1)

密度仏g/mり :200(± 2①

b。 ロックウール、ロックウール保温板、ロックウールフェル ト

寸法 :前記の aに同じ。

密度 lkg/mり :200(± 20)以上

四

___炉 乱___工0

10
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項    目 製 品 仕 様

④

副

構

成

材

料

上張り材目地部

処理材 (必要に

応じて取付け

る。)

仕様 :あ り又はなし

種類及び規格 :aか ら cのいずれか、又は aか ら cの うち 2種類以上の組み合わ
せによる。

a.パテ処理材

種類 :せっこうボード用目地処理材 (HS A 6914)、 合成樹脂エマルションパ

テ (JIS K 5669)、 せっこう系、炭酸カルシウム系又は合成樹脂系

塗布量 lg/ml i 10(± 1)以上

b.テープ

種壊 :ガ ラス繊維テープ又は紙テープ

寸法 (HHl):厚さ 0.05(± 0,01)以上、幅 20(± 2)以上

c。 金属製ジョイナー

種類及び規格

前記の上張り材目透かし部処理材 (2)金属製ハット型ジョイナーに同じ

厚さ (llHl):0.2(± 0.0跡 以上

形状 :H形

壁端部 (柱・はり

等との取り合い

音酌の仕様及び

その処理材 (充

てん材)

下張り材又は上張り材のどちらか一方に、あるいはこの両者に目透かしを設ける

場合は、それぞれの目透かし幅は 10(± 1)mm以下とする。下張り材の目透かし部

には、次のaか らcのいずれかを厚さ 12.5(± 1.勧 alm以上充てんする。上張り材
の目透かし部には、必要に応じて次のaか らcのいずれかを充てんする。
a.シーリング材

種類 :下記のいずれかによる。
ポリウレタン系、アクリル系、アクリルウレタン系、ポリサルファイド系、
ポリイソブチレン系、シリコーン系又は変成シリコーン系

b.ロ ックウール、ロックウール保温板、ロックウールフェルト、ロックウール
モルタル又はグラスファイバーフェルト

密度にg/mり :10(± 1)以上

c.せっこう系又は炭酸カルシウム系無機質充てん材

11
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4.構造説明図

(1)上張リステープル・接着剤工法
1)透視図
(上張りを目透かし張りとし、塩ビ製ハット型ジョイナーを取付けた場合の例)

(単位 imm)

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応じて取付ける
キ3 日透かし張りとする場合に設ける
下張り材縦目地部シーリング材は必要に応して充てんする

(上張りを目透かし張りとし、
塩ビ製ハット型ジョイナーを取付けた場合の例)

94

1,080

材取付け用

上張り

■1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

*2 日透かし張 りとする場合に設ける
下張 り材縦目地部シーリング材は必要に応じて充てんする

2)水平断面図

606以下

A方向垂直断面図

十      ~~~    |

‐12‐

材取付け用

用

50～ 1,000

12 5-25

Ы
円
Ю
附

突付け張りの場合 目透かし張り
(目 透かし幅2～ 1 いの場合

キ2
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裂
＼

等

3)断面詳細図
①共通間柱構造

A方向水平断面図

突付け張りの場合

B方向垂直断面図

10以 下

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

上張り け用

材取付け用

―

９４

や 1,080

鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応じて取付ける
*3 目透かし張りとする場合に設ける
下張り材縦目地部シーリング材は必要に応 じて充てんする

キ4 きしみ音防止材は必要に応 じて処理する

19の場合

B

下

*1

12

50´ヤ1,000

125～ 25

悩
円
間
剛

-13‐

突付け張りの場合 日透かし張り
(日透かし幅2～ l lllの場合
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|

瀬
¨̈

②共通間柱構造 (敷目板仕様)

A方向水平断面図

実付け張りの場合 0)の場合

B方向垂直断面図

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

10以 下

材取付け用

0以下

等

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と敷目板との間、敷目板と下張り材との間
又は下張り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応じて取付ける
■3 目透かし張りとする場合に設ける
下張り材縦目地部ンーリング材は必要に応じて充てんする

*4 きしみ音防止材は必要に応 じて処理する

96
～11130

け用
下

目透かし張 り
(目透かし幅 2～ 10)の場合

52～ 1,060

25～ 25

突付け張 りの場合

-14-
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③千鳥間柱構造 (敷目板仕様)

A方向水平断面図

突付け張 りの場合 1研 の場合

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

10以 下

用

け用

材取付け用

0以下 磐

´´
´″
_303以 下

端部問柱を独立にする場合

―

96
～1,130

下

B方向垂直断面図

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :ナ十面又は両面

間柱と敷目板との間、敷目板と下張り材との間
又は下張 り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応じて取付ける
キ3 緩衝材は必要に応じて取付ける

キ4 目透かし張りとする場合に設ける
下張り材縦目地部シーリング材は必要に応して充てんする

*6 きしみ音防止材は必要に応 じて処理する

52～ 1,050

125～ 25

突付け張りの場合 目透かし張り
(目透かし幅2～ 10)の場合

‐ 15‐
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④千鳥間柱構造 (スペーサー仕様)

A方向水平断面図

突付け張りの場合 llの場合

10以下

端部間柱を独立にする場合

―

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

*2 せっこう板、せっこうボード、亜鉛めつき等鋼板等
*3 緩衝材は必要に応じて取付ける
*4 日透かし張りとする場合に設ける
下張り材縦目地部シーリング材は必要に応じて充てんする

*5 きしみ音防止材は必要に応じて処理する

９５

”

B

下

B方向垂直断面図

51～

12 5～ 25

1,000

5～ 25

＼

―

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

突付け張りの場合 目透かし張り
(目透かし幅2～ lDの場合

‐16‐
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＼

⑤千鳥間柱構造 (敷目板仕様及びスペーサー仕様)

10以 下

=

け用

A方向水平断面図

突付け張りの場合 10の場合

り

イ
イ
イ″

岬

,ュ″ヤ'「
'~「
~十 ~~｀＼

端部間柱を独立にする場合

―

Ⅲl 鋼板は必要に応 じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

問柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

*2 せっこう板、せっこうポード、亜鉛めつき等鋼板等
*3 緩衛材は必要に応じて取付ける
キ4 目透かし張りとする場合に設ける
下張り材縦目地部ンーリング材は必要に応じて充てんする

キ5 としみ音防止材は必要に応じて処理する

97
～1,130

B
＝

嗽

け用
下

B方向垂直断面図

目透かし張り
(目透かし幅2～ 10)の 場合

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

12

53～ 1,050

5～ 25

(

突付け張りの場合

17-
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⑥並列間柱構造

A方向水平断面図

突付け張りの場合

下

10以下

0以下

いの場合

B方向垂直断面図

-
145
-2,080

10以下
け用

り
■1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応 して取付ける
*3 緩衝材は必要に応じて取付ける
*4 目透かし張りとする場合に設ける
下張り材縦目地部ンーリング材は必要に応じて充てんする

*5 きしみ音防止材は必要に応じて処理する
目透かし張り
t目透かし幅2～ 19の場合

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

一

125～ 25

101～ 21000

125～ 25
ヽ

―
イ
ー
ー
ク脇
網
願

嘲
突付け張りの場合

-18-
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⑦並列間柱構造 (敷目板仕様)

A方向水平断面図

突付け張りの場合 けの場合

下

B方向垂直断面図

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

10以下

け用

目透かし張り
(目 透かし幅2～ 1い の場合

り

材取付け用

―

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と敷目板との間、敷目板と下張り材との間
又は下張り材と上張り材との間

キ2 振れ止めは必要に応 じて取付ける

キ3 緩衝材は必要に応じて取付ける
*4 目透かし張りとする場合に設ける
下張り材縦目地部ンーリング材は必要に応して充てんする

半5 きしみ音防止材は必要に応じて処理する

147

～2,130

B

り

125～ 25

103～ 2,050

125～ 25

性
突付け張りの場合
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/翔

ン
/即

(2)上張 りねじ留め工法
1)透視図
(上張りを目透かし張りとし、塩ビ製ハット型ジョイナーを取付けた場合の例)

け用

(単位 :mm)

■1 鋼板は必要に応 じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応じて取付ける
*3 日透かし張りとする場合に設ける

(上張りを目透かし張りとし、
塩ビ製ハット型ジョイナーを取付けた場合の例)

1,080

*i 鋼板は必要に応 じて取付ける
取付け位置 :狩面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

2)水平断面図
606以 下

り

A方向垂直断面図

45～ 1,000

12 5-25

Ｍ
円
円
剛

突付け張 りの場合 日透かし張り
(目透かし幅2～ 19の場合

20 ‐

キ2 日透かし張りとする場合に設ける

FP060NP-0473-1(2) 
20 / 29



3)断面詳細図

①共通問柱構造

A方向水平断面図

実付け張りの場合

B方向垂直断面図

の場合

10以下

用

0以下

610以下

―

1,080

*1 鋼板は必要に応して取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応じて取付ける
*3 目透かし張りとする場合に設ける
*4 としみ音防止材は必要に応じて処理する

８９

”

12

45～ 1,000

126～ 26

＼

―

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

日
Ｍ
円

日
剛

削
四
研
Ｍ
日
附

突付け張 りの場合 目透かし張り
(目透かし幅2～ 1 Olの場合
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FP060NP-0473-1(2) 
21 / 29



②共通間柱構造 (敷目板仕様)

A方向水平断面図

突付け張りの場合 の場合

下

B方向垂直断面図

10以 下

0以下

1          610以 I

―

鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :ナ十面又は両面

間柱と敷目板との間、数日板と下張り材との間
又は下張 り材と上張り材との間

91

～1,130

B

*1

辛2 振れ止めは必要に応じて取付ける
*3 日透かし張りとする場合に設ける
*4 きしみ音防止材は必要に応じて処理する

126～ 25

47～ 1,050

125～ 25

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

実付け張りの場合 目透かし張 り
(目透かし幅2～ 10)の場合

‐ 22 ‐
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③千鳥間柱構造 (敷目板仕様)

A方向水平断面図

突付け張りの場合 の場合

10以下

=

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

等

敷目板と下張り材との間
材との間

A

端部間性を独立にする場合

下

10以

H
下

―

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 ナ辛面又は両面

間柱と敷目板との間、

又は下張り材と上張り

Ⅲ2 振れ止めは必要に応じて取付ける

Ⅲ3 緩衝材は必要に応して取付ける

キ4 目透かし張りとする場合に設ける

91

～1,130

B

B方向垂直断面図

リ

(2

125～ 25

47～ 1,050

125～ 26

突付け張りの場合 目透かし張り
(目透かし幅2～ 19の場合

- 23 ‐
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④千鳥間柱構造 (スペーサー仕様)

10以下
= A

用

A方向水平断面図

-

″   
´

端部間柱を独立にする場合

一

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との問又は下張り材と上張り材との間

*2 せっこう板、せっこうボード、亜鉛めっと等鋼板等
主3 緩衝材は必要に応じて取付ける
工4 目透かし張りとする場合に設ける
*5 としみ音防止材は必要に応じて処理する

突付け張りの場合

B方向垂直断面図

10)の場合

９０

”

B

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

―

46´ヤ

12 5-25

1,000

5-25

日

間

Ю

躙

鮒

突付け張りの場合 目透かし張り
(目 透かし幅2～ 10)の場合
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⑤千鳥間柱構造 (敷目板仕様及びスペーサー仕様)

10以下三
=A

A方向水平断面図

用

け用

韓′
,´ '''´

´
=´

‐́'´ ´` 、

端部門柱を独立にする場合

突付け張りの場合

B方向垂直断面図

0'の場合

10以

H
下

―

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

問柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

*2 せっこう板、せっこうボード、亜鉛めっと等鋼板等
*3 緩衝材は必要に応じて取付ける
*4 目透かし張りとする場合に設ける
キ5 きしみ首防止材は必要に応じて処理する

92
～1,130

B

下

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

48～ 1,050

125～ 25

突付け張 りの場合 目透かし張り
(目透かし幅2～ 19の場合

- 25
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⑥並列間柱構造

A方向水平断面図

突付け張りの場合

用

10以下

け用

0以下

Olの場合

B方向垂直断面図

―
135
-2,080

B

―

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との問又は下張り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応じて取付ける
キ3 緩衛材は必要に応じて取付ける
*4 目透かし張りとする場合に設ける
*5 きしみ音防止材は必要に応 じて処理する

下

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

91～2,000

2 5-25

2

隆
網
願

刊
突付け張りの場合 目透かし張り

(目 透かし幅2～ 101の場合

26 ‐
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⑦並列間柱構造 (敷目板仕様)

A方向水平断面図

突付け張りの場合
0)の場合

下

B方向垂直断面図

10以下

用

0以下

610以下

―

―

キ1 鋼板は必要に応 じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と敷目板との間、敷目板と下張り材との間
又は下張り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応 じて取付ける
*3 緩衝材は必要に応 じて取付ける
*4 目透かし張りとする場合に設ける
キ5 としみ音防止材は必要に応 じて処理する

‐３

”

B
＝
聰下

12

93-2,050

125～ 25

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

―

望

―

―

歩離

- 27 -
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5.施正方法
(1)上下ランナーの取付け
上下ランナーを取付ける位置に墨出しを行う。上下ランナーは、躯体にランナー固定金物 (打込み

ピン、ボルト、ねじ、くぎ、バッファーピン等)、 或いは溶接にて (必要に応じてランナー受けピース

を介して)、 900(± 9い mm以下の間隔で取付ける。L形ランナーを用いる場合は、2本を併用し、前記
と同じ方法で取付ける。必要に応じて、きしみ音防止材を上下ランナー表面に取付ける。

(2)間柱 (スタッド)の取付け

問柱 (スタッド)をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断する。共通間柱構造及び並列間柱構造の場

合は、間柱 (スタッド)を 606 mm以下 (上張りねじ留め工法の場合は 610 mm以下)の間隔で、千鳥問柱
構造の場合には、間柱 (スタッド)を 303 mm以下 (上張りねじ留め工法の場合は 305 mm以下)の間隔で
上下ランナーに差し込んで取付ける。必要に応じて、きしみ音防止材を間柱 (スタッド)上下端 50 1nm

部分の表面等に取付ける。

EE形タイプの間柱 (スタッド)を使用する場合は、必要に応じて、そのフランジ相互に、間柱 (スタ

ッド)用スペーサーを挿入する。必要に応じて、きしみ音防止材を問柱 (スタッド)と間柱 (スタッド)

用スペーサーの接触部に取付ける。

千鳥間柱構造の問柱 (スタッド)は、必要に応じて、ランナー用スペーサーを上下ランナーと問柱 (ス

タッド)と の間の中空部に挿入して、上下ランナーに取付ける。必要に応じて、きしみ音防止材をラ

ンナー用スペーサー表面に取付ける。

(3)振れ止めの取付け

必要に応じて、振れ止めをあらかじめ現場の寸法に合わせて切断し、間柱 (ス タッド)の側面の切欠
き部に差し込んで取付ける。必要に応じて、きしみ音防止材を間柱 (スタッド)と振れ止めの接触部、

振れ止めと問柱 (スタッド)用 スペーサーの接触部に取付ける。

他)鋼板の取付け (間柱 (スタッド)と敷目板又は下張り材との間に取付ける場合)
必要に応じて、鋼板を間柱 (スタッド)と敷目板又は下張り材との間に使用する場合は、あらかじめ

現場の寸法に合わせて切断した鋼板を問柱 (ス タッド)の片面又は両面に接着剤、タッピンねじ、粘着

テープ、両面粘着テープ又はリベットで取付ける (必要に応じて鋼板に下穴を開ける)。 必要に応じて、

きしみ音防止材を間柱 (スタッド)と鋼板の接触部に取付ける。

(5)敷 目板の取付け
必要に応じて、敷目板をタッピンねじ、粘着テープ、両面粘着テープ又は接着剤で間柱 (ス タッド)
又は上下ランナーに仮留めする。

(6)緩衝材の取付け
必要に応じて、必要な長さの緩衝材をタッピンねじ、粘着テープ、両面粘着テープ又は接着剤で問

柱 (スタッド)に取付ける。

(7)鋼板の取付け (敷目板と下張り材との間に取付ける場合)
必要に応じて、鋼板を敷目板と下張り材との間に使用する場合は、あらかじめ現場の寸法に合わせ

て切断した鋼板を壁面の片側又は両側の敷目板の表面に接着剤、タッピンねじ、粘着テープ又は両面

粘着テープで取付ける (必要に応じて鋼板に下穴を開ける)。

(8)下張り材の取付け
下張り材をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断し、縦又は横張りにして、φ3.O mm以 上×L2211m

以上のタッピンねじで、上張リステープル・接着剤工法の場合は鉛直方向 350 mm以下、水平方向 606

mm以下 (聞柱の取付け間隔による)の間隔で、上張りねじ留め工法の場合は 880 mm以下の間隔で、間
柱 (スタッド)に留付ける。

(9)人造鉱物繊維断熱材の挿入
人造鉱物繊維断熱材 (グラスウール又はロックウール)を壁体中空部に挿入する。

(10)鋼板の取付け (下張り材と上張り材との間に取付ける場合)
必要に応じて、鋼板を下張り材と上張り材との間に使用する場合は、あらかじめ現場の寸法に合
わせて切断した鋼板を壁面の片側又は両側の下張り材の表面に接着剤、ステープル、タッピンねじ、

粘着テープ又は両面粘着テープで取付ける (必要に応じて鋼板に下穴を開ける)。

- 28 ェ
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(H)上張り材の取付け
上張り材は、突付け張り又は目透かし張りとする。

上張り材をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断し、縦又は横張りにして、その目地が下張り材
の日地と重ならないよう、また、日地部を突付け張りとする場合は、相互の上張り材を突付け、目

透かし張りとする場合は目透かし幅が 2～ 10 mmと なるよう配置する。

①ステープル・接着剤工法

あらかじめ接着剤を上張り材の裏面に塗布する。この時、接着剤の塗布間隔は 350 mm以下とし、

接着剤の塗布量は 20～ 900g/m2と する。幅 4 mm以上、長さ 19 mm以上のステープルで 350 mm以下の

間隔で下張り材に取付ける。但し、鋼板を下張り材表面に取付ける場合は、鋼板の取付け部分は

ステープルを取付けなくてもよい。

目地部を突付け張りとした際には、必要に応じて目地処理材を施し、平滑に仕上げる。

目地部を目透かし張りとした際には、日透かし目地の直下に位置する下張り材の目地部にシー

リング材 (1箇所あたり目透かし幅 l mmぁたり0.12g以上)を充てんする。但し、下張り材縦目地ヘ

のシーリング材の充てんは必要に応じて行う。その後、目透かし部に上張り材目透かし部処理材
を取付ける。

尚、下張り材と上張り材との間に鋼板を取付けた際には、鋼板取付け位置の下張り材の目地部
にはシーリング材を充てんしなくてもよい。また、鋼板と上張り材の重なる部分にφ3.Omm以上×

L20mm以上のタッピンねじで鉛直方向 300mm以下、水平方向 425mm以下の間隔で、上張り材を鋼板
に留付ける。

さらに、必要に応じて、タッピンねじで間柱 (スタッド)又は鋼板に留付ける。

②ねじ留め工法

3.5 mm以上×L32 mm以上のタッピンねじで、鉛直方向 350 mm以下、水平方向 610 mm以下 (間柱の

取付け間隔による)の間隔で間柱 (ス タッド)に留付ける。尚、必要に応じて、ステープル、接着
剤を併用してもよい。

目地部を突付け張りとした際には、必要に応じて目地処理材を施し、平滑に仕上げる。

日地部を目透かし張りとした際には、目透かし目地の直下に位置する下張り材の目地部にシー

リング材 (1箇所あたり目透かし幅 l mmあたり0.12g以上)を充てんした後、目透かし部に上張り材

目透かし部処理材を取付ける。

尚、下張り材と上張り材との間に鋼板を取付けた際には、鋼板取付け位置の下張り材の目地部
にはシーリング材を充てんしなくてもよい。

(12)壁端部の処理

下張り材又は上張り材のどちらか一方に、あるいはこの両者に目透かしを設ける場合は、日透か
し幅を 10 mm以下とする。目透かしを設けた場合の下張り材の目透かし部には、処理材 (充てん材)を

厚さ 12.5 mm以 上充てんする。目透かしを設けた場合の上張り材の目透かし部には、必要に応じて処
理材 (充てん材)を充てんする。
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認 定 書

国住 参建 第 1308号
令和 4年 7月 14日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  斉藤

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 30条第 1項第一号及び同法施行令第
22条の 3第 1項 (界壁の遮音構造)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
SOI-0170-1

2.認定をした構造方法等の名称
両面両面ボード用原紙張/せつこう板・強化せつこうボー ド張/軽量鉄骨下
地 (千鳥)間仕切壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。



別 添
1.構造名
両面両面ボー ド用原紙張/せっこう板・強化せつこうボー ド張/軽量鉄骨下地 (千鳥)間仕切
壁

2.寸法と面密度
表 1に仕様の寸法と面密度を示す。

表 1 仕様の寸法と面密度 (単位 :Hl■l)

3.主構成材料
表 2に仕様の主構成材料を示す。

表 2 仕様の主構成材料 (単位 :mm)

項   目 仕  様

壁  厚 117以上 (中空部 73～ 110)

面密度 (一般断面 ) 35。 lkg/m2ゥス_L

項   目 仕  様

上張り用面材 両面ボー ド用原紙張/せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  9.5(± 0.5)、 12,5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 :9.5(-0。 95)kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  9.5(± 0。 5)、 12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 : 10.17(-1,02)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  9.5(± 0.5)、 12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 : 12,35(-1.23)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ
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上張 り用面材 両面ボー ド用原紙張/繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9864)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 910(+3、 0)～4000(+3、 0)

サ享さ :  9,5(± 0.5)、 12.5(± 0.5)

面密度 : 11.88(-1.19)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

普通硬質せっこうボー ド

(JIS A 6901(GB― R―H))

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  9,5(+0.5、 0)、 12.5(+0.5、  0)、 15(+0.5、  0)

面密度 : 8.6kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

下張り用面材 強化せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8615)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)、 18(± 0.5)、 21(± 0。 5)、 25(± 0.5)

面密度 : 9.Okg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8612)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 : 9,6kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 : 16.25(-1.62)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NヽI-9364)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 910(+3、 0)～4000(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)

面密度 : 15,68(± 1.56)kg/m2

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ
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下張 り用面材 ガラス繊維不織布入せっこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9354)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ : 12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)、 20(± 0.5)、 25(± 0.5)

面密度 : 13.75(-1.37)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  12,5(± 0,5)、 15(± 0.5)

面密度 : 13.38(-1.34)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、>―パ

両面ボー ド用原紙張/せっこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0,5)

面密度 : 12.5(-1.25)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/せっこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3722)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ : 12.5(± 1.25)

面密度 : 11,0(± 1。 1)kg/m2

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面薬剤処理ボー ド用原紙張/せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1498)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)、 16(± 0.5)、 18(± 0.5)、 21(± 0.5)

面密度 : 9,375kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面薬剤処理ボー ド用原紙張/せっこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1498-1)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0,5)、 15(± 0.5)、 16(± 0.5)、 18(± 0。 5)、 21(± 0.5)、

25(± 0.5)

面密度 : 9.375kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ
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下張り用顧,‐材 強化せつこうボー ド

(」 IS A 6901(GB―F))

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(+0.5、 0)、 15(キ 0.5、 0)、 16(+0.5、 0)、 lS(+0.5、 0)、

21(+0.5、  0)、 25(+O.5、  0)

面密度 :9,4kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

上部、下部ランナ E-20～■2X20～ 75 X O.4～ 0,S
圧l-20～■2× 20～ 75× 20～ 75 X O.4～ 0.8

と-20～■2X30～ 75 X O.4～ 0.8

防鏡処理を施したもの。

上記の数値は、公称寸法、基準寸法、表示甘法又は呼び寸法である。

縦ランナー E-20～■O X32～ 75X O.4～0,8
□一‐20-110× 20～ 180 X O.4～ 0,8

防錯処理を施 したもの。

上記の数値は、公称寸法、基準寸法、表示寸法又は呼び寸法である。

F樹尋柱 E-40～ 109X35～ 75 XO.4～ 1.6
ロー20～ 109× 20～ 180 X O,4～ 1.6

防錆処理を施 したもの。

上記の数値は、公称寸法、基準寸法、表示寸法又は呼び寸法である。

中空部充てん材 なし又は下記のいずれかとする。

グラスタール 面密度 10.08kg/m2以上

ロックタール 面密度 10.08kg/m2以上
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4 .副構成材料

表 3に仕様の副構成材料を示す。

表 3 仕様の副構成材料 (単位 :■lm)

つづく

項   目 仕  様

ランナー固定金

物

打込みピン、打込み鋲、バッファーピン、くぎ、ねじ又はボル ト等

タッピンねじ 上張り用面材取付け用 (問柱又は縦ランナーに取付ける場合 )

φ3.5以上×32以上

上張り用面材取付け用 (補強材に取付ける場合 )

φ3.0以上×20以上

下張り用面材取付け用     φ3.0以上×22以上
補強材仮留め用        φ2,0以上×10以上

敷目板仮留め用        φ2.0以上×10以上

リベント 補強材仮留め用 φ2,0以上

ステープル 上張り用面材取付け用

補強材仮留め用

幅4以上×長さ19以上

幅4以上×長さ10以上

振れ止め E-15～ 80× 5～ 30× 0,4～ 1.6
E-15～ 80× 5～ 30× 0。 4～ 1.6
防錆処理を施したもの。

ランナー用スペ

ーサー

せつこうボー ド、強化せつこうボー ド、せつこう板、不燃積層せつこうボー

ド、繊維強化セメント板、グラスウール、ロックウール、グラスファイバー

フェル ト、ロックタールフェル ト又は鋼製等

10以上×20以上

接着剤 酢酸ビニル樹脂系、合成ゴム系、アクリル樹脂系、ポリサルファイ ド系、シ

リコーン系、ウレタン樹脂系、ポリアミド樹脂系、エポキシ樹脂系、せつこ

う系、炭酸カルシウム系、セルロース系、フェノール樹脂系、シアノアクリ

レー ト系、ポリエーテルアクリレー ト系、レゾルシノール系、ポリビニルア

ルコール系、塩化 ビニル系、ポリオレフィン系、ポジエステル系、エチレン

ビニルアセテー ト系又はゴム系
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敷 目板 せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8612)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8619)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM 9826)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-9828)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-0441)又 は (」IS A 6901)

不燃積層せっこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8613)又 は (」IS A 6901)

強化せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8615)又 は (」IS A 6901)

せつこう板

(国上交通大臣認定不燃材料 NM-1498)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-14981)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9354)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9863)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM 9364)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9639)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-2286)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1864)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3722)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3690)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3704)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3799)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-4127)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-4378)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-0753)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-0898)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-0954-1)又は (」 IS A 6901)

繊維強化セメント板

グラスタール       密度 :10kg/m3以上
ロックタール       密度 :10kg/m3以上

グラスファイバーフェル ト 密度 :10kg/m3以上
ロックタールフェル ト   密度 :10kg/m3以上
幅 : 20以上

厚さ :1以上

補強材 鋼板  厚さ :0.■～2.3
間柱用スペーサ 鋼製等
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表 3の仕様の数値は、公称寸法、基準寸法、表示寸法又は呼び寸法である。

四周用充てん材 無機質充てん材 :     せっこう系又は炭酸カルシウム系
ロックウールモルタル :  (国 土交通大臣認定不燃材料 小lM=8601)
ロックタール :      (国 土交通大臣認定不燃材料 卜lM-8600)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8602)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-2615)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-2780)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3009)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3849)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3850)、

(国土交通大臣認定不燃材料 さlM-5258)、

(JIS A 6301) 、  (」 IS A 9504)

又は (」IS A 9521)

シー リング材 :      アクリル樹脂系、ウレタン樹脂系、
ポリサルファイ ド系、シリコン系、

酢酸ビニル樹脂系、アクリルウレタン系、

シリコーン系、ポリインブテレン系

又は変成シリコーン系

ロックウールフェル ト

グラスタール

グラスファイバーフェル ト

但し、ロックウール、ロックタールフェル ト、グラス Iンール又はグラスフ

ァイバーフェル トについては、無機質充てん材、ロックタールモルタル又は

シーリング材と併用すること。

緩衝材 グラスタール、ロックタール、グラスファイバーフェル ト又はロンクウ~ル

フェル ト

厚さ :1以上

幅 : 5以上

きしみ音防止材 冴―プ、シーリング材、グラスウール、ロッククール、グラスファイバーフ

ェル ト又はロックウールフェル ト
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5。 仕様の説明図

構造説明図を図 1に、水平断面図を図 2～図 6に、水平端部詳細図を図 7～図 13に、上下
端部詳細図を図 14～図 18にそれぞれ示す。

上部ランナー

間柱  四周用充てん材

四周用充てん材

四周用売てん材

下部ランナー

・中空部充てん材が挿入される場合もある。

・下張り用面材は敷目板を介して間柱に取付けられる場合もある。

図 1 構造説明図

|

／

〃

〃

ステープル

上張り用面材

タッピンねじ

下張り用面材
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ステープル

タッピンねじ

ステープル

ステープル

タッピンねじ

タッピシねじ 問柱 上張り用面材

図 3 水平断面図 (間柱を千鳥配置とし、敷目板を使用する場合 )

606以下

下張り用面材

問柱 上張り用面材

図 2 水平断面図 (間柱を千鳥配置とする場合 )

606以下

敷目板 下張り用面材

606以下

下張り用面材 振れ止め

間柱 上張り用画材

(単位 :HIHl)

95,125,15

125,15,16,18,20,21,25

117以上

125,15,16,18,20,21,25

9.5,125,15

95,125,15

125,15,16,18.20,21,25

1刊 7以上

12.5,15,16,18,20121,25

95,12.5,15

95,125,15

125,15,16,18,20.21,25

117以上

125,15,16,18,20,21,25

95,125,15

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図4 水平断面図 (問柱を独立配置とする場合 )

73～ 110

73～ 110

73～ 110
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(単位 :HIHl)

95,12.5,15

ステープル 606以下 125,15,16,刊 8,20,21,25

刊17以上

目板 下張り用面材 振れ止め 125,15,16,18,20,21,25

タッピンねじ 間柱 上張り用面材
95,刊 25,15

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 5 水平断面図 (間柱を独立配置とし、敷 目板を使用する場合 )

95,可 25,15
ステープル 303以下 12.5,15,16,18,20,2刊 ,25

117以上

敷目板 下張り用面材 振れ止め 125,15,16,18,20,21,25

タッピンねじ 間柱 上張り用面材
95,125,15

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 6 水平断面図 (間柱を共通配置とし、敷 目板を千鳥に配置する場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用画材

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

図 7 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、端部を共通にする場合 )

73～ 110

73～ 110
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間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用面材

四周用充てん材 タッピンねじ 間桂 上張り用面材

図 8 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、端部を独立にする場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用面材

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

図 9 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、敷 目板を使用した上で、
端部を共通にする場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用面材

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

図 10 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、敷 目板を使用した上で、
端部を独立にする場合 )
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間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用面材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 11 水平端部詳細図 (間柱を独立配置とする場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用面材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 12 水平端部詳細図 (間柱を独立配置とし、敷 目板を使用する場合 )

問柱又は縦ランナー ステープル

目板 下張り用画材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 13 水平端部詳細図 (間柱を共通配置とし、敷 目板を千鳥に配置する場合 )

畦

『

ヽ
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四周用充てん材 上部ランナー

ランナー用スペーサー 上張り用画材

ステープル 下張り用画材

タッピンねじ

タッピンねじ

ステープル 下張り用面材

ランナー用スペーサー 上張り用面材

四周用充てん材 下部ランナー

図 14 上下端部詳細図 (間柱を千鳥配置とする場合 )

四周用充てん材 上部ランナー

ランナー用スペーサー 上張り用面材

ステープル 下張り用面材

タッピンねじ

敷目板

敷目板

タッピンねじ

ステープル
下張り用画材

ランナー用スペーサー 上張り用面材

四周用充てん材 下部ランナー

図 15 上下端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、敷目板を使用する場合 )

聞柱

間柱

間柱

問柱
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四周用充てん材 上部ランナー

上張り用面材

ステープル 下張り用画材

タッピンねじ

問柱

間柱

タッピンねじ

ステープル 下張り用画材

上張り用画材

四周用充てん材 下部ランナー

図 16 上下端部詳細図 (間柱を独立配置とする場合 )

四周用充てん材 上部ランナー

上張り用画材

ステープル 下張り用面材

タッピンねじ

敷目板

敷目板

タッピンねじ

ステープル 下張り用画材

上張り用面材

四周用充てん材 下部ランナー

図 17 上下端部詳細図 (間柱を独立配置とし、敷目板を使用する場合 )

間柱

間柱

¬
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四周用充てん材 上部ランナー

上張り用面材

ステープル 下張り用画材

タッピンねじ

敷目板

間柱 敷目板

タッピンねじ

ステープル 下張り用画材

上張り用面材

四周用充てん材 下部ランナー

図 18 上下端部詳細図 (間柱を共通配置・とし、敷目板を千鳥に配置する場合 )

問柱
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6.施工条件
1)上部・下部ランナーの取付け
間仕切壁を設置する所定の位置に、墨出しを行 う。

上部・下部ランナーは、予め現場の寸法に合わせて切断し、鋼製下地には、直に又はランナ

ー受け金具等を介 して、ねじ、溶接又はボル ト等にて、コンクリー ト下地等には、ランナー固

定金物等にて、それぞれ 100041m以 下の間隔で取付ける。

尚、必要に応 じて、上部・下部ランナーに、きしみ音防止材を取付けても良い。

2)間柱又は縦ランナーの取付け
予め現場の寸法に合わせて切断する。問柱を千鳥配置とする場合は、上部・下部ランナーと

間柱との隙間にランナー用スペーサーを介して、片側606■l11以下の間隔で、反対側の間柱と接

触 しないように、千鳥配置に取付ける。独立配置とする場合は、各々の上部・下部ランナーに

606ml11以下の間隔で取付け、共通配置とする場合は、上部 。下部ランナーに303■l14以下の間隔で

取付ける。壁端部は、間柱又は縦ランナーを上部・下部ランナーに取付ける。間柱の間隔又は

間柱と縦ランナーの間隔は、 10■lmま での許容を適用することができる。

尚、必要に応じて、間柱又は縦ランナーに、間柱用スペーサーを挿入しても良い。

尚、必要に応 じて、間柱、縦ランナー、ランナー用スペーサー又は間柱用スペーサーに、き

しみ音防止材を取付けても良い。

3)振れ止めの取付け (振れ止めを取付ける場合 )
振れ止めは、予め現場の寸法に合わせて切断し、間柱又は縦ランナーの振れ止め用穴に装着

する。

尚、必要に応 じて、振れ止めに、きしみ音防止材を取付けても良い。

4)緩衝材の取付け (緩衝材を取付ける場合 )
緩衝材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、テープ又は接着剤等を用いて、間柱又は縦ラ

ンナーの下張り用面材が取付けられていない面に必要な長さで取付ける。

尚、緩衝材を間柱又は縦ランナーと下張り用面材又は補強材の間、間柱と問柱の間又は

縦ランナーと縦ランナーの間等の空間に取付ける場合は、緩衝材の厚さは、その空間の寸法

(図 19と 図 20の場合 寸法A)以下とする。

・緩衝材の取付け例

聞桂 緩衝材
間柱 緩衝材

H"三おここ三二三

下張り用画材 下張り用画材 振れ止め

上張り用面材 上張り用面材

図 19 緩衝材を問柱と下張り用面材
の間に取付ける場合

図 20 緩衝材を間柱と間柱の間に
取付ける場合
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5)補強材の取付け (補強材を間柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナーと敷目板又は
下張 り用面材の間に取付ける場合 )

補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、タッピンねじ、接着剤、テープ又はリベット

を用いて間柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナーに仮留めする。この時、補強材は

壁の片側又は両側に取付けることができる。但し、補強材の面積は、壁の面積の50%以 下とす

る。

尚、必要に応 じて、補強材に、きしみ音防止材を取付けても良い。

6)敷 目板の取付け (敷 目板を取付ける場合 )
敷 目板は、予め現場の寸法に合わせて切断し、タンピンねじ、テープ、接着剤又はシーリン

グ材を用いて間柱又は縦ランナーに仮留めする。また、上部ランナー又は下部ランナーに敷目

板を取付ける場合は、同様にタンピンねじ、テープ、接着剤又はシーリング材を用いて仮留め

する。

また、間柱を共通配置とする場合は、必ず敷目板を千鳥配置に仮留めする。

7)補強材の取付け (補強材を敷 目板 と下張り用面材の間に取付ける場合 )
補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、敷 目板 と下張 り用面材の間にタンピンねじ、

接着剤又はテープを用いて仮留めする。この時、補強材は壁の片側又は両側に取付けることが

できる。但し、補強材の面積は、壁の面積の50%以下とする。

尚、必要に応 じて、補強材に、きしみ音防止材を取付けても良い。

8)片面の下張り用面材の取付け
下張り用面材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、縦又は横張りにして、タンピンねじを

用いて、間隔300■lHl以下で、間柱又は縦ランナーに取付ける。尚、上張り用面材をタンピンね

じで取付ける場合は、下張り用面材は、タッピンねじを用いて、間隔910■lll以下で、間柱又は

縦ランナーに取付ける。タッピンねじの留付け間隔は、30■lmま での許容を適用することができ

る。尚、日地部は、必要に応 じて、四周用充てん材で処理しても良い。

9)中空部充てん材の挿入 (中空部充てん材を挿入する場合 )
中空部充てん材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、壁体中空部に挿入する。

尚、必要に応 じて、中空部充てん材を下張り用面材、間柱、縦ランナー、上部ランナー又は

下部ランナー等に取付けても良い。

尚、必要に応 じて、中空部充てん材を問柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナーに

挿入 しても良い。

10)反紺側の下張り用面材の取付け

8)の手順で反対側の下張り用面材を取付ける。

11)下張り用面材の四周取合部の処理

下張 り用面材の四周取合部の処理を行 う場合は、四周取合部は隙間のないように四周用充て

ん材にて充てんする。
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12)補強材の取付け (補強材を下張り用面材と上張り用面材の間に取付ける場合 )

補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、下張り用面材と上張り用面材の間にタッピン

ねじ、ステープル、接着剤又は冴―プを用いて仮留めする。この時、補強材は壁の片側又は両

側に取付けることができる。但し、補強材の面積は、壁の面積の50%以 下とする。

尚、必要に応 じて、補強材に、きしみ音防止材を取付けても良い。

13)上張り用面材の取付け

上張り用面材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、縦又は横張りにして、下張り用面材と

目地部が重ならないようにして、タンピンねじで300mm以 下の間隔にて下張り用面材を貫通し

て間柱又は縦ランナーに取付けるか、接着剤を付けステープルを300■lin以下の間隔で下張り用

面材に取付ける。この時、必要に応じて、上記取付けに追加 して、タンピンねじを間柱又は縦

ランナーに取付けても良い。タッピンねじ又はステープルの留付け間隔は、30■uxlまでの許容を

適用することができる。

尚、壁内に補強材が取付けられている場合は、タンピンねじ、接着剤又はステープルを補強

材に取付けても良い。

尚、壁内に補強材が取付けられている場合は、補強材取付部分は接着剤とステープルの代わ

りにタンピンねじ又は接着剤 とタッピンねじで補強材に取付けても良い。

14)上張り用面材の目地部及び四周取合部の処理

(イ )下張 り用面材の四周取合部の処理を行わなかった場合は、必ず上張り用面材の四周取合
部は、隙間のないように四周用充てん材を充てんする。尚、四周取合部は、必要に応じ

て、四周用充てん材で処理しても良い。尚、四周取合部は、必要に応じて、日地処理を

行つても良い。

(口 )日 地部は、突付け工法とする。尚、目地部は、必要に応じて、四周用充てん材で処理し

ても良い。尚、日地部は、必要に応 じて、日地処理を行つても良い。
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認 定 書

国住 参建 第 1309号
令和 4年 7月 14日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  斉藤

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 30条第 1項第一号及び同法施行令第
22条の 3第 1項 (界壁の遮音構造)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
SOI-0171-1

2.認定をした構造方法等の名称
両面両面ボー ド用原紙張/せつこう板・強化せつこうボー ド張/軽量鉄骨下
地 (千鳥)間仕切壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。



別 添
1.構造名
両面両面ボー ド用原紙張/せつこう板・強化せつこうボー ド張/軽量鉄骨下地 (千鳥)間仕切
壁

2.寸法と面密度
表 1に仕様の寸法と面密度を示す。

表 1 仕様の寸法と面密度 (単位 :皿 II)

3.主構成材料
表 2に仕様の主構成材料を示す。

表 2 仕様の主構成材料 (単位 :■ l■l)

項   目 仕  様

壁  厚 144以上 (中空部 100～ 150)

面密度 (一般断面 ) 35。 lkg/m2ゥス_L

項   目 仕  様

上張 り用面材 両面ボー ド用原紙張/せっこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  9.5(± 0.5)、 12,5(± 0,5)、 15(± 0,5)

面密度 : 9.5(-0.95)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  9.5(± 0.5)、 12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 : 10.17(-1.02)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  9.5(± 0.5)、 12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 : 12.35(-1.23)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ
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上張 り用面材 両面ボー ド用原紙張/繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9364)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  910(+3、 0)～4000(+3、 0)

厚さ : 9.5(± 0.5)、 12.5(± 0.5)

面密度 : 11.88(-1.19)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

普通硬質せっこうボー ド

(JIS A 6901(GB― R―H))

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  9.5(+0,5、 0)、 12.5(+0.5、  0)、 15(+0,5、 0)

面密度 : 8.6kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

下張り用面材 強化せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM 8615)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)、 18(± 0.5)、 21(± 0.5)、 25(± 0.5)

面密度 : 9,Okg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8612)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 : 9,6kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚さ : 12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 : 16.25(-1.62)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9364)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 910(+3、 0)～4000(+3、 0)

厚さ : 12.5(± 0。 5)

面密度 : 15.68(± 1.56)kg/m2

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ
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下張 り用面材 ガラス繊維不織布入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9354)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0,5)、 15(± 0.5)、 20(± 0.5)、 25(± 0.5)

面密度 : 13.75(-1.37)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、べベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガ ラス繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 : 13.38(-1,34)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/せっこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 : 12.5(-1.25)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/せっこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3722)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 1.25)

面密度 : 11.0(± 1.1)kg/m2

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面薬剤処理ボー ド用原紙張/せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1498)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ : 455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)、 16(± 0.5)、 18(± 0.5)、 21(± 0.5)

面密度 : 9。 375kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面薬剤処理ボー ド用原紙張/せっこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1498-1)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)、 16(± 0.5)、 18(± 0。 5)、 21(± 0.5)、

25(± 0.5)

面密度 :9。 375kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ
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つづき

下張り用 ltti材 強化せつこうボー ド

(」 IS A 6901(GB―F))

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長さ :  455(+3、 0)～4600(+3、 0)

チ軍さ :  12.5(+0.5、 0)、 15(+0.5、 0)、

21(+O,5、  0)、 25(+0.5、 O)

面籍度 1 9,4kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

16(+0。 5、 0)、 18(+0.5、 0)、

上部、下部ランナ E-20～ 152X20～ 75× 0.4～ 0,8
丘-20～ 152X20～ 75X20～ 75 X O.4～ 0.8

と-20～ 152X30～ 75 X O,4～0,8

防錆処理を施したもの。

上記の数値は、公称寸法、基準寸法、表示寸法又は呼び寸法である。

縦ランナー E-20～ 150X32～ 75 X O.4～0.8
回-20-150X20～ 180 X O.4-0.8

防錯処理を施 したもの。

上記の数値は、公称寸法、基準寸法、表示寸法又は呼び寸法である。

F何尋柱 E-40～ 149× 35～ 75 X O.4～ 1.6
ローー20-149X20～ 180XO,4へ■.6

防錯処理を施 したもの。

上記の数値は、公称寸法、基準寸法、表示寸法又は呼び寸法である。

中空部充てん材 なし又は下記のいずれかとする。

グラスウール 面密度 :0.08kg/m2以上

ロックタール 面密度 :O.08kg/m2以上
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4 ,副構成材料

表 3に仕様の副構成材料を示す。

表 3 仕様の副構成材料 (単位 :mm)

つづく

項   目 仕  様

ランナー固定金

物

打込みピン、打込み鋲、バンフア~ピン、くぎ、ねじ又はボル ト等

タンピンねじ 上張り用面材取付け用 (間柱又は縦ランナーに取付ける場合 )

φ3.5以上×32以上

上張り用面材取付け用 (補強材に取付ける場合 )

φ3.0以上×20以上

下張り用面材取付け用     φ3.0以上×22以上
補強材仮留め用        φ2.0以上×10以上

敷目板仮留め用        φ2.0以上×10以上

ジベット 補強材仮留め用 φ2.0以上

スアープル 上張り用面材取付け用

補強材仮留め用

幅4以上×長さ19以上

幅4以上×長さ10以上

振れ止め E-15～ 80× 5～ 30× 0.4～ 1.6
E-15～ 80× 5～ 30× 0。 4～ 1.6
防錆処理を施したもの。

ランナー用スペ

ーサー

せつこうボー ド、強化せつこうボー ド、せっこう板、不燃積層せつこうボー

ド、繊維強化セメン ト板、グラスウール、ロックウール、グラスファイバー

フェル ト、ロックウールフェル ト又は鋼製等

10以上×20以上

接着剤 酢酸ビニル樹脂系、合成ゴム系、アクリル樹脂系、ポリサルファイ ド系、シ

リコーン系、 Iン レタン樹脂系、ポリアミド樹脂系、エポキシ樹脂系、せつこ

う系、炭酸カルシ Iン ム系、セルロース系、フェノール樹脂系、シアノアクリ

レー ト系、ポリエーテルアクリレー ト系、レゾルシノール系、ポリビニルア

ルコール系、塩化ビニル系、ポリオレフィン系、ポリエステル系、エチレン

ビニルアセテー ト系又はゴム系
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敷目板 せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8612)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8619)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-9826)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-9828)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-0441)又 は (」 IS A 6901)

不燃積層せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8613)又 は (JIS A 6901)

強化せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8615)又 は (」 IS A 6901)

せっこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1498)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-14981)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9354)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9363)、

(国土交通大臣認定不燃材料 Nヽ19864)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9639)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-2286)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1864)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3722)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3690)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3704)、

(国土交通大臣認定不燃材料 N,l-3799)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-4127)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-4378)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-0753)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-0898)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-0954-1)又は (」IS A 6901)

繊維強化セメン ト板

グラスタール       密度 :10kg/m3以上
ロックウール       密度 :10kg/m3以上
グラスファイバーフェル ト 密度 :10kg/m3以 上
ロックタールフェル ト   密度 :10kg/m3以上
幅 : 20以上

厚さ :1以上

補強材 鋼板  厚さ :0.11～ 2.3
間柱用スペーサ 鋼製等
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つづき

表 3の仕様の数値は、公称寸法、基準寸法、表示寸法又は呼び寸法である。

四周用充てん材 無機質充てん材 :     せっこう系又は炭酸カルシウム系
ロックウールモルタル :  (国 土交通大臣認定不燃材料 剛-8601)
ロックタール :      (国 土交通大臣認定不燃材料 NM-8600)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8602)、

(国土交通大臣認定不燃材料 Nヽ1-2615)、

(国土交通大臣認定不燃材料 さlll-2780)、

(国土交通大臣認定不燃材料 さlll-3009)、

(国土交通大臣認定不燃材料 Nヽl-3849)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3850)、

(国土交通大臣認定不燃材料 ⅢIM-5258)、

(」IS A 6301) 、  (JIS A 9504)

又イま (JIS A 9521)

シーリング材 :      アクリル樹脂系、ウレタン樹脂系、
ポリサルファイ ド系、シリコン系、

酢酸ビニル樹脂系、アクリルウレタン系、

シリコーン系、ポリインブチレン系

又は変成シリコーン系

ロックウールフェル ト

グラスウール

グラスファイバーフェル ト

但し、ロックタール、ロックタールフェル ト、グラスタール又はグラスフ

ァイバーフェル トについては、無機質充てん材、ロックウールモルタル又は

シーリング材 と併用すること。

緩衝材 グラスウール、ロックタール、グラスファイバーフェル ト又はロックタール

フェル ト

厚さ :1以上

幅 : 5以 上

きしみ音防止材 冴―プ、シーリング材、グラスタール、ロックウール、グラスファイバーフ

ェル ト又はロックタールフェル ト
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5.仕様の説明図
構造説明図を図 1に、水平断面図を図 2～図 6に、水平端部詳細図を図 7～図 13に、上下
端部詳細図を図 14～図 18にそれぞれ示す。

上部ランナー

ランナー

間柱 用充てん材

四周用充てん材

四周用売てん材

下部ランナー

。中空部充てん材が挿入される場合もある。

・下張り用面材は敷目板を介して問柱に取付けられる場合もある。

図 1 構造説明図

―

／

〃

〃

ステープル

上張り用画材

打

タッピンねじ

下張り用面材
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ステープル

タッピンねじ

ステープル

ステープル

タッピンねじ

タッピンねじ 聞柱 上張り用画材

図3 水平断面図 (間柱を千鳥配置とし、敷 目板を使用する場合 )

606以下

下張り用面材

間柱 上張り用画材

図 2 水平断面図 (間柱を千鳥配置とする場合 )

606以下

敷目板 下張り用面材

606カ
『
下

下張り用画材 振れ止め

間柱 上張り用面材

(単位 :HIHl)

9.5,12.5,15

125,15,16,18,20,2刊 ,25

144以上

125,刊 5,刊 6,18,20,21,25

9.5,125,15

95,125,15

125,15,16,18,20,21,25

144以上

12.5,15,16,18,20,21,25

95,12.5,15

95,125,15

125,15,16,18,20,21,25

144以上

125,15,16,18,20,21,25

9.5,珂 2.5,15

但 し、振れ止めを使用しない場合もある。

図4 水平断面図 (間柱を独立配置とする場合)

100～ 150

100～ 150

100～ 150
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(単位 :■lHl)

9.5,125,15

ステープル 606以下 12,S,15,16.18,20,21,25

144以上

敷目板 下張り用面材 振れ止め 125,15,16,18,20,21,25

タッピンねじ 間柱 上張り用画材
95,125,15

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 5 水平断面図 (間柱を独立配置とし、敷 目板を使用する場合 )

95,125,15
ステープル 303以下 125,15,16,18,20,21,25

144以上

敷目板 下張り用面材 振れ止め 12.5,刊 5,16,18.20,21,25

タッピンねじ 間柱 上張り用面材
95,125,15

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 6 水平断面図 (間柱を共通配置とし、敷目板を千鳥に配置する場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用画材

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

図 7 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、端部を共通にする場合 )

100～ 150

ヽ と 出
_― ____

ヽ
100～ 150
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間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用画材

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

図 8 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、端部を独立にする場合 )

間柱又は縦ランナー    ステープル

敷目板 下張り用画材

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

図9 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、敷目板を使用した上で、
端部を共通にする場合)

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用面材

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

図 10 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、敷目板を使用した上で、
端部を独立にする場合)
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聞柱又は縦ランナー ステープル

下張り用面材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用画材

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 11 水平端部詳細図 (間柱を独立配置とする場合 )

問柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用画材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 12 水平端部詳細図 (間柱を独立配置とし、敷 目板を使用する場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用画材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 聞柱 上張り用面材

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 13 水平端部詳細図 (間柱を共通配置とし、敷目板を千鳥に配置する場合 )

―

― ― ― ― ― ― ― ―

『
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四周用充てん材 上部ランナー

ランナー用スペーサー 上張り用面材

ステープル 下張り用画材

タッピンねじ

間柱

タッピンねじ

ステープル
下張り用面材

ランナー用スペーサー 上張り用面材

四周用充てん材 下部ランナー

図 14 上下端部詳細図 (間柱を千鳥配置とする場合 )

四周用充てん材 上部ランナー

ランナー用スペーサー 上張り用面材

ステープル 下張り用面材

タッピンねじ

敷目板

敷目板

タッピンねじ

ステープル
下張り用面材

ランナー用スペーサー 上張り用面材

四周用充てん材 下部ランナー

図 15 上下端部詳細図 (問柱を千鳥配置とし、敷 目板を使用する場合 )

間桂

問柱

間柱

之
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四周用充てん材 上部ランナー

上張り用面材

ステープル 下張り用画材

タッピンねじ

間柱

タッピンねじ

ステープル
下張り用画材

上張り用画材

四周用充てん材 下部ランナー

図 16 上下端部詳細図 (聞柱を独立配置とする場合 )

四周用充てん材 上部ランナー

上張り用画材

ステープル 下張り用面材

タッピンねじ

敷目板

敷目板

間柱 敷目板

タッピンねじ

ステープル 下張り用画材

上張り用面材

四周用充てん材 下部ランナー

図 17 上下端部詳細図 (問柱を独立配置 とし、敷目板を使用する場合 )

間柱

間柱

¬

-1牛

SOI-0171-1 
14 / 18



四周用充てん材 上部ランナー

上張り用面材

ステープル 下張り用面材

タッピンねじ

敷目板

敷目板

タッピンねじ

ステープル
下張り用面材

上張り用面材

四周用充てん材 下部ランナー

図 18 上下端部詳細図 (問柱を共通配置とし、敷 目板を千鳥に配置する場合 )

間桂

間柱
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6.施工条件
1)上部・下部ランナーの取付け
間仕切壁を設置する所定の位置に、墨出しを行 う。

上部・下部ランナーは、予め現場の寸法に合わせて切断し、鋼製下地には、直に又はランナ

ー受け金具等を介 して、ねじ、溶接又はボル ト等にて、コンクリー ト下地等には、ランナー固

定金物等にて、それぞれ 1 000Hlin以下の間隔で取付ける。

尚、必要に応じて、上部・下部ランナーに、きしみ音防止材を取付けても良い。

2)間柱又は縦ランナーの取付け
予め現場の寸法に合わせて切断する。間柱を千鳥配置とする場合は、上部・下部ランナーと

問柱 との隙間にランナー用スペーサーを介して、片側606■lln以下の間隔で、反対側の間柱と接

触 しないように、千鳥配置に取付ける。独立配置とする場合は、各々の上部 。下部ランナーに

606ェlin以下の間隔で取付け、共通配置とする場合は、上部 。下部ランナーに303■lln以下の間隔で

取付ける。壁端部は、間柱又は縦ランナーを上部・下部ランナーに取付ける。問柱の間隔又は

間柱 と縦ランナーの間隔は、 10■ l■lま での許容を適用することができる。

尚、必要に応 じて、間柱又は縦ランナーに、間柱用スペーサーを挿入しても良い。

尚、必要に応 じて、間柱、縦ランナー、ランナー用スペーサー又は間柱用スペーサーに、き

しみ音防止材を取付けても良い。

3)振れ止めの取付け (振れ止めを取付ける場合 )
振れ止めは、予め現場の寸法に合わせて切断し、間柱又は縦ランナーの振れ止め用穴に装着

する。

尚、必要に応じて、振れ止めに、きしみ音防止材を取付けても良い。

4)緩衝材の取付け (緩衝材を取付ける場合 )
緩衝材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、テープ又は接着剤等を用いて、間柱又は縦ラ

ンナーの下張り用面材が取付けられていない面に必要な長さで取付ける。

尚、緩衝材を間柱又は縦ランナーと下張り用面材又は補強材の間、間柱と間柱の間又は

縦ランナーと縦ランナーの間等の空間に取付ける場合は、緩衝材の厚 さは、その空間の寸法

(図 19と 図 20の場合 寸法A)以下とする。

・緩衝材の取付け例

間柱 緩衝材
問柱 緩衝材

Htt I I:

下張り用画材 下張り用画材 振れ止め

上張り用面材 上張り用面材

図 19 緩衝材を間柱と下張り用面材
の間に取付ける場合

図 20 緩衝材を間柱と問柱の間に
取付ける場合
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5)補強材の取付け (補強材を聞柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナーと敷目板又は
下張 り用面材の間に取付ける場合 )

補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、タッピンねじ、接着剤、テープ又はリベット

を用いて間柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナーに仮留めする。この時、補強材は

壁の片側又は両側に取付けることができる。但し、補強材の面積は、壁の面積の50%以下とす
る。

尚、必要に応 じて、補強材に、きしみ音防止材を取付けても良い。

6)敷 目板の取付け (敷 目板を取付ける場合 )
敷目板は、予め現場の寸法に合わせて切断し、タッピンねじ、テープ、接着剤又はシーリン

グ材を用いて間柱又は縦ランナーに仮留めする。また、上部ランナー又は下部ランナーに敷目

板を取付ける場合は、同様にタンピンねじ、テープ、接着剤又はシーリング材を用いて仮留め

する。

また、間柱を共通配置とする場合は、必ず敷 目板を千鳥配置に仮留めする。

7)補強材の取付け (補強材を敷目板と下張 り用面材の間に取付ける場合 )
補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、敷 目板 と下張り用面材の間にタンピンねじ、

接着剤又はテープを用いて仮留めする。この時、補強材は壁の片側又は両側に取付けることが

できる。但 し、補強材の面積は、壁の面積の50%以下とする。

尚、必要に応 じて、補強材に、きしみ音防止材を取付けても良い。

8)片面の下張り用面材の取付け
下張 り用面材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、縦又は横張りにして、タンピンねじを

用いて、間隔300Hlttl以 下で、間柱又は縦ランナーに取付ける。尚、上張り用面材をタンピンね

じで取付ける場合は、下張り用面材は、タンピンねじを用いて、間隔910■ lal以下で、間柱又は

縦ランナーに取付ける。タッピンねじの留付け間隔は、301lmま での許容を適用することができ

る。尚、目地部は、必要に応 じて、四周用充てん材で処理しても良い。

9)中空部充てん材の挿入 (中空部充てん材を挿入する場合 )
中空部充てん材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、壁体中空部に挿入する。

尚、必要に応 じて、中空部充てん材を下張り用面材、間柱、縦ランナー、上部ランナー又は

下部ランナー等に取付けても良い。

尚、必要に応 じて、中空部充てん材を間柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナーに

挿入 しても良い。

10)反対側の下張り用面材の取付け

8)の手順で反射側の下張り用面材を取付ける。

■)下張り用面材の四周取合部の処理

下張り用面材の四周取合部の処理を行 う場合は、四周取合部は隙間のないように四周用充て

ん材にて充てんする。
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12)補強材の取付け (補強材を下張り用面材と上張り用面材の間に取付ける場合 )

補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、下張り用面材と上張り用面材の間にタンピン

ねじ、ステープル、接着剤又はテープを用いて仮留めする。この時、補強材は壁の片側又は両

側に取付けることができる。但し、補強材の面積は、壁の面積の50%以下とする。

尚、必要に応 じて、補強材に、きしみ音防止材を取付けても良い。

13)上張り用面材の取付け

上張り用面材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、縦又は横張りにして、下張り用面材と

目地部が重ならないようにして、タンピンねじで300111n以下の間隔にて下張り用面材を貫通し

て間柱又は縦ランナーに取付けるか、接着剤を付けステープルを300■ lin以下の間隔で下張り用

面材に取付ける。この時、必要に応 じて、上記取付けに追加 して、タッピンねじを間柱又は縦

ランナーに取付けても良い。タンピンねじ又はス>―プルの留付け間隔は、30■Hlまでの許容を

適用することができる。

尚、壁内に補強材が取付けられている場合は、タンピンねじ、接着剤又はステープルを補強

材に取付けても良い。

尚、壁内に補強材が取付けられている場合は、補強材取付部分は接着剤とステープルの代わ

りにタンピンねじ又は接着剤 とタンピンねじで補強材に取付けても良い。

14)上張り用面材の日地部及び四周取合部の処理

(イ )下張り用面材の四周取合部の処理を行わなかった場合は、必ず上張 り用面材の四月取合

部は、隙間のないように四周用充てん材を充てんする。尚、四周取合部は、必要に応 じ

て、四周用充てん材で処理 しても良い。尚、四周取合部は、必要に応 じて、日地処理を

行つても良い。

(口 )日 地部は、突付け工法とする。尚、目地部は、必要に応じて、四周用充てん材で処理し

ても良い。尚、日地部は、必要に応じて、日地処理を行つても良い。
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